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岡
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成
し
た
:
こ
の
壁
隠
帰
国
に
、
夏
休
み
を
引
引
用
し
て
描

痴
は
、
市
が
新
平
塚
市
総
合
計
函
き
上
ぽ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
同
悼

の
重
点
線
貨
の
一
つ
と
し
て
、
都
高
さ
が
一

γ
五
日
川
も
あ
る
た
め
、

市
景
観
形
成
を
推
穫
し
さ
っ
と
行
平
塚
建
設
業
協
会
の
手
に
よ
っ
て

っ
て
い
る
も
の
で
、
総
合
公
開
制
荷
作
ら
れ
た
足
返
で
、
太
洋
中
学
校

刷
出
の
道
路
に
あ
る
壁
画
に
続
く
も
の
生
徒
た
ち
は
、
ば
け
つ
に
溶
か

の

。

し

た

絵

の

百

円

を

は

け

で

丹

念

に

塗

平
塚
漁
港
の
壁
磁
の
メ
イ
ン
テ
り
上
げ
た
。

一
研
修
会
へ
の
誇
訴
派
遣
②
扇
町
時
一
こ
と
に
な
っ
た
。
一
文
化
活
動
に
協
力
し
て
い
く
ほ
;8

7

3

1

5

 

一
交
流
南
雲
栗
山
L
対
す
る
渇
一
日
③
争
一
市
は
す
で
に
東
海
大
学
と
も
交
一
か
、
産
端
末
、
行
政
、
学
術
な
ど
の

一
小
企
業
の
綴
興
の
た
め
の

gz同
と
一
流
事
業
の
援
慌
を
結
ん
ご
お
り
、
一
分
野
で
の
専
門
技
術
史
知
識
の
修

U

U

6

4

出

U

9

9

日

一

一

位

四

百

問

一
協
力
③
各
嬰
調
査
、
研
究
の
協
一
こ
れ
か
ら
二
つ
の
大
学
と
り
交
流
一
得
、
九
条
文
化
威
容
蓄
を
進
め
]
「
は
治

I

I

ゆ

目

、

J

一

カ

③

池

山

崎

公

開

行

事

の

開

催

や

一

を

過

し

て

、

市

民

の

み

な

さ

ん

の

一

て

、

く

こ

と

こ

な

る

。

四

一

一

町

昨

一

一

一

肘

川

町

一

議

事

へ

の

卓

志

暴

力

竺

:
;
;
:
γ
じ

;

2

ア
4ア
6

ブ
9

ケ
9

戸

。

?
4間
ず

8
ナ

ー

ァ

一
市
民
総
講
生
の
受
け
入
れ
に
対
す
一
…
{
持
甜
南
山
大
学
}
ボ
l
ツ
施
設
が
撃
っ
て
ハ
る
。

e

口
市
お
口
市
川
ω
口
市
出
口
市
四
日
市
加
同
市
九
四
日
市
ム
山
山
内
市
出
げ
市
山
口

一

p

h

号
即
時

9

号
車

2
号
塚

0

号
塚
5
号
塚

9
号
壕

4

号
塚

2
号
塚

3

号

塚

5

一
る
協
力
な
ど
、
全
部
で
十
二
閣
制
[
日
三
平
成
一
元
年
間
月
、
市
内
土
由
民
患
閥
は
「
平
塚
は
ら
の
丘
ハ
一
番
平
は
番
平
日
番
平
沼
番
平
日
番
平
同
番
平
時
番
平
四
番
一
一
v
m
番
平
問

刊

一

と

な

っ

て

い

る

。

一

台

に

新

設

さ

れ

た

一

一

平

長

キ

ャ

ン

パ

イ

テ

ク

パ

ー

ク

一

の

計

額

地

と

守

地

地

地

地

地

地

地

地

地

四
一
な
お
、
こ
皇
流
事
業
喜
発
一
ス
(
経
主
主
叫

u
f
学

部

)

な

っ

て

お

り

、

将

来

は

量

産

税

掛

峨

2
τ
2
2詩
語

立

諮

Z
Z詰
謀

長

一

号

つ

た

め

、

「

平

警

神

奈

土

は

二

一

ト

ド

の

室

長

き

さ

協

力

量

が

仁

一

例

。

伐

つ

ひ

0

0

0

0

球
一
大
笑
議
事
業
婆
議
議
恕
官
」
漆
設
一
一
究
棟
、
教
青
山
柚
怖
い
厚
生
棟
、
ス
関
さ
れ
て
い
る
。
@
…

i

i

'

一
変
更
築

時
一
号
、
必
要
に
応
じ
て
毒
す
る
一

f

v

o

j

a

e

a

;

;

;

…

比

二

倍

の

料

開

欝

地

を

処

分

一

マ

問

い

合

わ

葉

県

警

量

…

…

課

(

電

話

O
m口五
i
i
二
O
一
一

藤
一

す

一

弘

会

;

豊

富

ゐ

i

f

g

重
要
一
市
一
仁
は
、
平
塚
都
市
計
画
都
市
一
公
正
な
執
行
を
一
妨
げ
る
方
)
士
二
塁
ハ
一
ぷ
五
蕊
)
、
事
前

コ一

a
砕

華

麗

夢

'

昔

害

、

食

官

官

場

静

河

快

弘

品

計

量

翠

み

九

帯

域

噌

嘉

一

一

政
…

J
Y譲
受

潔

幻

ド

ト

議

議

ダ

費

F
b
Z
挙

制

身

元

一

改

滋

土

地

筏

霊

税

率

雪

伯

ヱ

一

マ

意

申

し

込

五

一

計

量

(

内

線

昭

二

八

)

均

一

争

議

事

議

員

、

そ

襲

く

…

区

内

の

保

留

地

を

一

般

競

争

で

入

一

連

E
l
i
f
-
-

一

一

札

処

分

す

る

。

一

月

5
臼

(

金

)

一

一
一
九
九
警
告
臨
ご
と
意
義
受
脅
古
川
許
試
北
託
一
ト
戸
訴
時
三
日
日
は

一

一

業

広

域

内

に

お

い

て

、

設

地

処

分

一

帯

場

所

区

画

慾

還

課

庶

務

係

一

一

f
R十
四
一
口
口
(
日
)
か
ら
-
一
ト
一
マ
会
場
金
(
同
一
公
民
抽
出
一
な
こ
一
公
告
の
あ
っ
た
自
の
翌
日
(
本
宿
一
(
内
線
六

C
…
一
)
一
枯
れ
箪
に
よ
る
火
災
は
、
ひ
と

一

日

(

さ

ま

で

の

一

審

は

、

秋

一

マ

相

談

皇

室

芸

竺

V
問
い
合
わ
草
地
域
つ
く
り
一
星
雲
な

2
6日
、
更
は
一

l
i
l
i
-
-
i
L
5委
す
る
と
燃
え
広
が
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一

5
時

一

き

た

い

。

過
去
に
戦
災
を
体
験
し
て
い
る
一

l
l
i
i
i
i
j
i
l
l
i
一

マ

翼

手

事

会

裏

一

芸

刈

り

取

っ

た

雑

草

津

長

平
塚
市
は
、
平
和
を
守
り
平
和

5

3

3

1

2

一
マ
内
容
市
街
化
広
域
宮
市
街
化
一
知
処
分
す
る
と
き
は
、
消
妨
署

大

切

さ

を

さ

世

代

に

引

き

継

い

…

癌

鰯

コ

ン

タ

i
ん

の

踏

襲

一

事

区

域

信

用

途

地

域

a

高
度
地
一
室
主
一
一
一
一
四

5
2這

で
い
く
た
め
、
犯
和
4

ハ
ム
年
十
一
一
一

l

d

:

一
昨
己
司
紡
火
地
域
と
捜
仲
間
火
地
域
の
一
絡
を
。
一

月

二

寸

臼

「

核

兵

器

廃

絶

完

主

利

用

者

に

愛

さ

れ

る

底

づ

く

り

一

(

株

)

ヤ

マ

ト

壁

一

川

可

寺

一

亘
書
し
き
己
、
以
後
今
月
ま
で
一
に
努
め
て
い
る
活
織
を
表
母
子
至
。
優
良
質
花
一
上
潟
、
菅
川
注
意
気
一
川
内
内
断
、

j

酔

へ

一

平

和

を

願

う

事

業

を

行

っ

て

い

一

手

壕

病

鱗

コ

ン

ク

ー

ル

が

行

わ

一

(

株

)

、

(

有

)

市

川

カ

メ

一

ブ

庖

一

一

川

時

点

目

動

係

一

る
。
富
は
そ
の
平
事
業
の
一
一
れ

J
」

の

程

今

年

度

の

入

室

翁

二

そ

の

他

の

震

の

物

販

さ

…

…

町

主

∞

間

嶋

…

一

っ

と

し

て

ん

一

体

く

募

集

す

る

も

の

。

一

が

決

ま

っ

た

。

一

@

優

秀

箆

(

有

)

シ

ル

ス

マ

リ

一

一

ゴ

刀

包

む

保

。

課

一

ご

応

募

を

。

一

審

査

は

応

舗

の

ウ

外

袋

、

照

一

ァ

、

マ

キ

シ

マ

電

気

一

一

γ
ω
立

主

糊

;

{
募
集
a

平
塚
由
主
察
(
…
戦
災
)
m
w

一
拐
、
商
品
開
問
列
、
接
客
?
?
ピ
ス
…
@
優
良
市
は
松
庭
、
み
ど
り
や
、
一
咋

0

3

7

日

加

。

童

を

ね

引

給

額

一

を

中

心

に

行

わ

れ

、

リ

ヴ

ィ

エ

ム

ベ

ッ

ト

ラ

ン

ド

ク

ラ

ヤ

一

…

2
斗

国

語

ω
私

立

一

一

一

J

袋

署

~

~

却

〈

監

e

h

d

マ
内
容
①
委
語
、
ク
レ
ヨ
ン
一
ル
、
(
有
)
春
汚
堂
本
鏡
、
(
有
)
一
{
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
}
一

h

開

婦

問

。

。

途

頭
、
ざ
ま
な
戸
}
警
は
喜
一
紀
文
が
最
優
秀
庖
綴
に
選
ば
れ
で
緩
秀
賞
フ
レ
ッ
シ
ュ
モ
ア
一
フ
一
…
繍
山
口
母
。
。
露
間
需
耕
輔

1
人
何
点
で
も
よ
い
一
暴
は
次
の
と
お
り
。
(
敬
語
)
一
会
暴
力
レ

1
Zベ
ん

が

で

予

三

跨

糊

酬

醐

耕

一

一

三

五

時

一

一

一

マ
応
募
期
限
背
習
(
土
)
一
切
、
選
毒
物
語
口
一
る
亭
、
マ
ミ
1
書

室

、

ホ

ワ

イ

ト

一

一

女

i
綴

一

二

塁

し

歴

人

職

児

一

一

一

一

①

・

・

②

'

・

・

務

事

醐

組

本

励

。

{
募
集
@
市
出
践
の
つ
ご
い
ミ
ニ
コ
一
・
俊
秀
賞
(
有
)
ヨ
シ
ノ
ヤ
、
一
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
】

醐
開
少
斡
怜
硝
澗
談
留
品
(
市
民
セ
ン
タ
ー

)
M
j
a七
一
一
一
一
一

月F
t

、金剛曜日
9
時
r
、
同
時
土
曜
日
は
口
時
ま
で

〈
〉
端
み
ご
と
は
み
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お

i
七
八
一
一
一
。

月
r
、
土
曜
日
9
時
IS
四
時
出
分

繍

札

概

念

終

日

ω
i……一一一一一一一一一

ハY
心
配
ご
と
鴇
鱗
毎
議
d

月
曜
呂
、
日
時
5
日時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
続
毎
遡
月
3
金
曜
日
、

9
時
1
日時

(
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
第
2
、
第
4

土
曜
は
除
く
)

。
結
婚
栂
談
揮
週
日
曜
日
、
日
時
5
日時

(露
3
日
曜
日
を
除
く
)

〈
〉
母
手
指
麟
毎
趨
月
3
金
曙
呂
、

9
時
3
日時

。
軍
情
描
国
見
盤
調
蹴
一
時
調
月
r
、
金
曜
日
、

9
時
1
M時

。
高
齢
者
職
議
繍
観
聾
週
月
t

、ー金曜日、

9
時
部
分
S
M時

(
土
曜
自
は
日
時
ま
で
、
第
2
除
草
4

土
晦
日
一
宇
佐
除
く
)

。
一
靖
人
輯
鶴
醤
月
第
3
木
躍
沼
、
日
時
:
日
時



旧

日

開

泥

仕

市

同

日

開

氾

ロ

ム

ヲ

w

r
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8
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0
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庄
町
引
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町
七
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M

m

抗
出
計
市
川
山
田
ぷ
町
問
問
削
日
開
松
田
町
一

2

2

7

寸

1

3

0

8

2

3

7

2

0

2

7

1

1

5

1

↓
0

4

0

4

一

回
臼
幻
時
計
何
時
日
目

M
M
m
m
n

れ
辺
町
品
目
ω

幻
口
日
出
犯
幻
戸
川
一

3

…
 

)
)
院
)
(
山
釦
〉
約
一
山
〕
〉
m

m

)

)

)

川

船

一

川

町

山

一

縄
神
八
神
都
之
田
坂
ケ
ド
品
開
酌
坂
内
野
城
山
引
舵
附
)
即
応
一

山
伏
崎
山
川
崎
一
間
懐
中
川
町
明
仙
峨
峨
峨
伴
閣
は
崎
市
沼
崎
川
市
瀬
崎
何
一
一

圏

一

稚

同

副

題

一

顔

搬

出

出

回

路

幼

稚

溜

潟

鼠

窺

船

一

環

一

一

歳

)

ら

と

暮

ら

し

て

い

る

。

一

・

森

せ

い

(

立

野

町

)

議

鰍

欄

間

騒

繍

溺

悶

滋

燐

図

鰍

濁

窓

…

諜

欄

晴

帥

繍

欄

峨

濁

雌

属

図

筒

糊

悶

附

削

減

三

一九一一…世間一訂正出品目臨時尚一一一一一
Z
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一日一

λ

ん
こ
で
、
一
月
気
に
お
出
迎
J
A
i

耳
一
ン
タ
ー
で
「
平
塚
市
敬
老
祝
賀
ア
七
一
組
に
お
祝
い
の
記
…
に
よ
る
な
つ
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
一
い
ま
ま
で
の
判
明
版
は
飽
和
利
一
二
十
一

V
問
問
い
合
わ
せ
一
先
由
民
党
課
道
建
一

噛
が
遠
い
の
;
間
同
が
不
自
由
に
な
っ
一
会
」
が
胸
聞
か
れ
、
そ
の
席
上
結
婚
一
念
品
が
問
贈
ら
れ
た
。
一
と
議
し
た
歌
謡
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
一
八
年
に
禁
じ
た
も
の
で
、
市
の
一
係
(
内
線
五
回
三
一
て
再
確
認
し
て
い
た
だ
く
-
浄
化

問
た
た
め
、
娘
の
カ
ズ
さ
ん
を
遇
し
一
五
ト
年
を
一
迎
え
ら
れ
た
夫
妻
一
夜
一
な
お
、
演
惑
の
部
で
は
、
コ
ロ
一
れ
、
会
場
一
杯
の
お
年
寄
り
か
ら
一
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
符
一
一
摺
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
い
を
開
く
。

ん
て
、
吉
咋
(
が
「
県
下
で
一
番
む
喝
一
十
六
総
と
、
六
十
年
生
出
え
ら
れ
一
ム
ピ
ア
ト
ッ
プ
ニ
7
fト
の
司
会
一
感
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
一
代
に
あ
っ
た
制
緩
に
と
庁
内
に
…
一
お
中
山
掛
け
を
。

制

警

で

す

よ
o

お
め
で
と
う
ご
ざ
一

|
l
i
l
i
-
-
l
i
l
l
i
l
j
i
l
l
i
t
-
-

一
革
委
員
会
を
設
け
て
検
討
し
て
一
浄
化
構
ブ
ヱ
ス
一

V
白

河

背

1
2
5
午
前

欄

い

ま

す

」

む

き

君

、

「

市

雪

一

一

い

た

お

。

了

ア

ィ

パ

ル

開

聞

く

一

詩

1
午
後
3
時

ー

}

訪

日

立

れ

れ

山

一

鶏

離

盟

の

顕

党

葬

畿

一

huudu日

一

十

月

一

日

は

…

iの

一

日

日

間

れ

れ

可

相

談

噛

答

え

ら

れ

た

。

一

一

丘

裂

を

う

る

お

い

の

湘

南

の

一

日

。

か

け

が

え

の

な

い

川

や

海

一

コ

ー

ナ

ー

、

浄

化

槽

の

正

し

い

使

γ日
日

時

計

吋

一

番

撃

さ

れ

る

方

泣

遮

接

罷

へ

一

間

L
U
J
U
H
F一
明

日

ロ

HUH-込
山

括

判

事

ソ

;

フ

レ

ポ

敬

称

略

|

一

一

イ

メ

ー

ジ

し

た

、

ブ

ル

!

の

カ

ッ

一

う

臼

で

あ

る

。

一

マ

問

い

合

わ

互

理

境

衛

生

管

制

a

雲
市
立
高
撃
事
白
一
一
議
一
来
年
度
書
e

私
立
幼
重
量
一
マ
募
集
す
る
ノ
語
習
室
の
と
一

(
5
1

一
タ
ー
シ
ャ
ツ
に
ボ
タ
ン
ダ
ウ
ン
の
一
市
で
は
、
こ
の
日
に
あ
わ
せ
て
…
裏
管
理
第
一
…
係
(
内
務
一
山
一
)

球
。
阿
部
て
ゑ
(
御
殿
)
古
一
歳
一
児
哲
評
議
門
口
務
が
決
ま
っ
た
。
入
園
一
お
り
一
マ
入
溺
被
害
受
付

U
R
1
5
一
半
そ
で
。
女
子
機
間
関
山
崎
緑
の
丘
」
一

i
l
l
-
-
;
l
i
l
i
-
-

紅
白
木
林
一
ア
ル
(
藤
ケ
間
四
)
百
歳
一
に
つ
い
て
の
問
問
い
合
わ
せ
は
、
夜
一

V
入
園
綴
議
蕊
布
お
月
お
日
一
(
木
)
1

一を
J

メ
1
ジ

し

た

、

グ

リ

ー

ン

の

一

つ

3
円
(
水
)
午
前
、
午
後
答

一

佐

川

三

重

量

一

接

希

望

す

る

幼

稚

滋

に

ご

連

絡

「

引

licuiljHi!l
一
ス
カ
ー
ト
に
グ
リ
ー
ン

?
?
J一
計

昆

是

主

主

婦

一

主

義

九

月

十

五

日

!

こ

一

で

去

年

齢

者

と

な

っ

た

じ

刊

誌

時

子

市

立

の

蓄

に

つ

い

畿

h
J麟
欝
翻
L
U
H
u
-
-
J
検

査

を

行

う

…

十

己

主

(

金

)

午

に
先
が
け
て
長
一
寿
を
お
祝
い
し
一
階
に
お
住
ま
い
の
古
田
機
動
さ
ん
一
ま
こ
と
め
(
代
芸
)
喜
一
て
は
一
色
雪
な
っ
て
い
る
た
一
議
欝
畿

γ
役
懇
議
機
騒
麟
欝
鐘
議
欝
縦
一
名
札
も
ブ
ル
ー
さ
改
め
、
口
一
取
り
引
き
や
事
(
霊

298m(汚)
午
前
、
午
後
市

一

目

白

書

記

十

六

年

十

二

月

一

一

時

一

時

一

時

五

訪

日

明

日

韓

背

離

襲

撃

襲

撃

一

日

日

目

立

刊

誌

日

一

日

一

許

可

一

日

)

午

前

!

i下

j
!
?
i
j
i言!
?

ぐ

議

議

響

機

一

つ

合

一

rjjれた
方
に
つ
い
て
一
原
小
学
校

日

韓

時

計

百

諮

問

日

時

一

一

軒

MEr-YA--の
な
い

J
U一
義

議

論

議

欝

鱗

一

禁

煙

タ

イ

ム

一

許

認

し

一

行

1
3

号、
-
E
i
3
2
5
3
i

一

一

十

月

一

白

か

ら

市

職

員

の

健

京

一

に

お

持

ち

い

た

だ

き

た

い

。

一

端

午

前

は

9
叫

Z
7
J
1符
初

六
十
歳
以
工
の
お
年
寄
り
の
交

1
ガ
ン
豆
急
事
故
防
止
奪
三
市
事
務
織
員
の
一
重
と
警
雪
辱
童
話
た
一
マ
検
査
対
象
商
品
売
買
、
薬
一
分
、
午
後
は
ー
マ
3
時

通
事
故
発
生
件
数
は
、
平
成
一
家
実
施
し
て
い
る
。
一
制
裁
が
変
わ
る
一
め
、
議
懲
タ
イ
ム
」
を
試
行
的
一
剤
、
身
体
検
+
夜
、
出
荷
、
運
賃
借
弾
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
聖
書
業

は
芭
f
ハ
件
(
死
者
間
入
、
負
傷
選
一
隻
遇
上
に
お
い
て
、
お
年
一
一
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
!
一
出
な
ど
に
使
用
す
る
計
量
器
一
係
(
内
線
五
六
一
一
)

者
百
十
七
人
)
で
を
と
比
べ
て
寄
り
は
必
ず
弱
者
と
な
っ
て
}
量
一
市
耳
、
九
月
五
か
ら
一
般
一
午
前
8
時
部
分
1
2霊
分

'

マ

検

査

何

時

、

喜

一

一

1
1

十
六
件
の
場
加
と
な
っ
て
お
り
、
ぅ
。
車
を
運
転
し
て
い
る
方
は
、
一
事
務
職
員
の
制
緩
を
一
新
し
た
。
一
午
後
3
時
1
4時
…

0
9
月
一
ぬ
円
(
火
)
午
治
、
午
後
一
一
一

そ
の
中
で
車
両
に
乗
っ
て
い
る
と
お
年
寄
れ
U

を
見
か
け
た
ら
ス
リ
ピ

i
一

i
i
i
i
i
;
l
i
l
i
-
-

一

豊

田

公

義

…

一

一

き

は

「

一

時

不

停

止

」

、

ま

た

多

ド

を

落

と

す

な

ど

、

思

い

や

り

の

一

一

今

日

(

水

)

午

前

後

一

円

公

民

一

…

一

会

い

て

い

る

と

言

語

霊

安

委

に

努

め

て

い

た

だ

き

た

一

牽

産

共

議

会

を

鰭

く

一

館

、

午

後

室

長

悠

一

一

一

関

誌

が

一

番

多

い

と

い

う

結

果

が

で

て

い

。

一

一

'

幻

汚

(

木

)

午

様

、

午

後

活

二

議

事

が

い

る

。

。

喜

安

全

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

一

市

で

は

、

市

内

に

あ

る

畜

壁

一

9
窓

マ

主

義

一

北

公

選

…

一

一

部

知

之

Eつ
に
、
お
年
寄
り
の
交
交
通
安
全
量
っ
て
喜
怒
一
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
マ
会
場
総
合
公
聖
書
安
一
今
日
(
会
)
午
前
、
午
後
史
一
一
出
発
性

通
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
塁
の
数
謡
シ
ョ
ー
が
開
聞
か
れ
る
。
一
め
、
今
年
も
畜
産
共
謀
一
会
を
霊
場
一
同
国
公
叫
ん
舘
…
一
一
都
市

め

、

平

塚

市

交

通

安

全

妥

協

議

お

出

掛

け

を

。

一

く
o

当
日
は
、
義
響
楽
し
め
す
望
書
コ
ン
テ
ス
ト
(
牛
一
込
月

l
z
g
皇
、
午
後
一
一
一
犠
鴨

会
で
は
九
月
十
一
口
一
円
か
ら
一
一
「
臼

7
g時

9
月
幻
自
(
金
)
午
後
一
る
催
し
物
が
用
意
さ
れ
る
。
部
類
、
開
昨
日
凶
頭
、
鶏
5
紐
)
、
牛
一
簿
物
抽
出

ま
で
の
十
日
間
、
「
お
年
寄
り
を

2
持
1
3時
一

掛

け

非

同

乳

。

豚

汁

@

麹

芸

用

飼

料

の

叡

一

a
2
R
(火
)
午
前
浜
岳
中
学

交
一
連
事
紋
か
ら
守
ろ
う
」
を
ス
ロ
マ
会
場
駅
ピ
ル
ラ
ス
カ
ホ
ー
ル
一
一
〉
日
時

9
月
初
日
(
日
)
布
、
模
擬
広
ほ
か
一
校
、
午
後
護
士
見
公
民
館

(真土 55~4414 

(御殿 3J---3828 

(南愛悶 31---5326 

(と愚 58---14]5

(小鍋島 55--0953 

(預金日) 叩 0243

(夕陽ケ丘 --4189

(λミiW 23 -2834 

臨時議議職員の募集
ー車韓議 助産婦、看護婦、識者譲婦

資格免許取得斉で45歳未識の克

明応募腐庶替、免許証円引を

病院庶務課(電話32 0015 

内線2203) へ持J考委する。拒宣

持管イ

a 募集人重量 出入

十
四
月
二
目
、
念
頭
一
斉
に
虚
勢
粗
削
本
は
が
行
わ

れ
ま
す
。

九
口
月
二
十
一
一
一
臼
か
ら
一
一
一
十
臼
ま
で
の
簡
に
、

裁
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(3) 

疑問い合わせ 広報課j主総需(内鰻

総
務
務
総
務
懇
絞
針
線
変
縄
問



(4) 王手続二主主手9月守 58らつ力、

本
〈
ぷ
ら
な
べ
の
消
火
は
ぬ
れ
た
布
で
す
ば
や
く

吋
ガ
タ
/
ガ
タ
/
ガ
タ
/
」
大

地
幾
が
発
生
7
)
て
ま
し
た
。
あ
な
た

な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
ま
ず
、
火

の
始
末
、
そ
し
て
身
の
安
全
で

す
。
し
か
し
、
い
ざ
と
な
る
と
な

か
な
か
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
臼
ご
ろ
の
訓
練
が
必
要
で

す。
そ
こ
で
、
防
災
訓
練
が
花
本
地

区
と
千
右
河
岸
地
区
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
地
区
と
も
避
難
訓
練
か

ら
始
ま
り
、
避
難
場
所
で
天
ぷ
ら

な
べ
の
消
火
、
消
火
器
の
使
い
方

訓
練
や
濃
爆
か
ら
の
脱
出
、
幻
地
震

車
に
よ
る
地
鷺
体
験
訓
練
主
茄

者
一
人
一
人
が
体
験
し
て
い
ま
し

た。
災
害
の
得
、
被
害
を
小
さ
く
す

る
の
は
あ
な
た
で
す
。
河
川
ご
ろ
か

ら
訓
練
に
参
加
し
、
修
え
を
万
全

に
し
て
お
授
与
E
し
よ
う
。

者iこは霊堂憾と重量侵を

をお守りください}

迷 惑をかけない心配り

ければ不妊、去勢手術

主制立、必ず「ふんの始末j

き網の着用」

し飼いは危険。縦きし吋やめよう

わせ 健麗課

。
麓
欝
文
学
野
球
秋
挙
リ
ー
グ
戦
(
噛
創
刊
)

諜
大
人
七
百
円
、
大
・
高
・
史
子
生
四
百
円

@
凶
刃
5
日
(
金
)
ね
時
東
海
大
対
帝
京
大

け

M

M

時
域
務
大
対
明
学
大

sm向
付

6
日
(
土
)
ロ
時
間
山
学
大
対
域
活
大

日

H

H

将
帝
京
工
八
対
東
海
大

。
そ
の
外
の
試
合

省

9
口
月
初
日

1
m臼
日
出
時
新
関
東
大
学
準
硬
式
リ
ー
グ
戦

-m一月
7
日
(
日
)
8同
吋
県
高
校
教
式
野
球
大
会
準
決
勝

。
ぬ
月
日
比
呂
(
日
)
8
時

HH

決
勝

H

H

U

時
間
聞
東
団
地
町
村
オ
!
ル
ス
タ
l
戦

会出
且の哨

同
教
育
委
員
会
で
は
ス
ポ
ー
ツ
の
一
奥
箸
沢
山
の
家
(
治
)
守
大
室

引
を
迎
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
一
山
加
入
道
山
一
一
四
丹
沢
l
l
一新日間

同
一
み
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
大
会
一
切
駅

力
一
や
教
室

ψ

世
間
三
ご
参
加
を
。
一
マ
募
集
人
員
的
人
(
先
着
順
)

一
一
{
第
お
銅
鰯
入
子
一
一
ス
ト
j
ナ
メ
一
マ
参
加
費
五
千
円
(
交
逮
費

新

一

ン

ト

大

会

〕

…

目

別

)

体
一
マ
ヨ
時

9
月
幻
日
(
木
)
午
前
一
円
v
申
込
白
山
月
2
B
(火
)
@

鶴
一

9
時
1

一
3
B
(水
)
午
後
7
時
1
8同町、

四
一
門
v
会

場

桃

浜

法

球

場

一

参

加

費

持

参

麟

亨

競

枝

方

法

①

ダ

ブ

ル

ス

ト

!

一

議

議

翼

爽

議

案

審

起
一
ナ
メ
ン
ト

mvbゲ
ー
ム
先
取
一
大
会
〕

一
円
〉
参
加
資
椅
市
内
に
お
住
ま
い
一
門
V
B程
と
積
呂
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

一
の
、
一
王
弱
ま
た
は
お
歳
以
上
の
婦
人
一

ω月
刊
品
位
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

一
マ
申
込
四
期
限

9
月
日
以
日
(
金
)
一
ル
。
叩
丹
羽
S
'
ロ
月
4
呂
、
パ

一
{
鱗
孔
倒
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
1
一
ド
ミ
ン
ト
ン
ロ
月
4
日
、
卓
球

町
一
ん
大
会
〕

γ
立
月
4
呂
、
軟
式
庭
球
立
月

混
一
マ
慰
問
刊
山
田
パ
1
5
(月
)
〈
3
J
M
…

4
日
、
什
J

ツ
カ

l
m月
沼
田
@

鴻

一

円

け

二

本

)

一

日

[

丹

4
口
川
、
硬
式
テ
ニ
ス
お
月

畑

一

尋

問

第

1
試
合
午
後
五
時
一
白
…
総
門
?
円
以
月
刊
一
己

間
一
分
1
7時
品
分
、
第
2
試
合
午
後
…

v競
技
方
法
1
h
!
ナ
メ
ン
ト
お

慶一

7
時
間
山
分
1
8持
切

分

一

よ

び

リ

ー

グ

戦

問
問
一
マ
会
場
江
帽
暗
中
学
校
一
マ
員
一
加
資
議
市
内
の
事
務
所
、

誠一

V
競
技
万
法
①
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
事
業
所
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
(
硬

山
一
②
5
回

戦

一

式

テ

ニ

ス

は

1
チ
ー
ム
の
み
)

叩
一
マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま
い
一
マ
申
込
期
間

9
日リ

U
5
(月
)

t
一
か
お
勤
め
一
の
お
歳
以
上
の
方
で
線
一

i
m月
ロ
ヨ
(
会
)

一
成
し
た
チ
I
ム

一

O
串
し
込
み
い
ず
れ
も
自
民
的
台

一円
v
申
込
一
期
間

9
月
げ
日
(
月
)
一
体
育
舘
内
体
育
課
(
電
話
お
一
一
一

一
1
幻

自

(

金

)

一

(
U
六
O
)
へ。

一
{
繁
抑
留
綴
人
パ
レ
!
ボ
ー
ル
大
一
{
繁
3
窃
縁
人
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
数

一

会

}

一

蜜

}

一
マ
日
時
印
丹
羽
日
(
木
)
午
前
一
寸
臼
穆
お
月
ロ
日
(
金
)
r
、!な

一
9
持
1

一
月
幻
自
(
金
)
ま
で
の
一
週
3
日・

…
ア
言
明
党
一
度
体
育
館
一
全
幻
自
(
原
則
と
し
て
丹
、
水
、

一
マ
競
技
方
法
①
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
金
)

一
②
幻
点
3
セ
y
ト
マ
ッ
チ
一
・
待
問
第
]
コ
i
ス
午
前
9
時

中
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま
い
一
一
山
分
1
M時
叫
分
、
第
2
コ
ー
ス

ヲ月 23 (認}
受付午豹 7轄~午数10時

湖沼j毅来
参加方法 所定の申込書嘗にて、大会当日受付

時間内に大会本部へ申し込みを 。ただレ、中学

生以下は保護者向伴か、同意書が必要。なお、

受 付 を し な い と 審 査 は 受 げ ら れないので、競技

前に必ず受付を。申込書は釣具践にある。

'はせJf!釣呉服、奥樟繁八釣異倍、百吉野つり真

底、老U草釣具f占、みとめや釣具f有、 dーすぎ釣

具 f占、熊沢釣具局、 下島釣主芝居、鍛鱗堂、二二

百魚苑、宮戸釣具i吉、森釣具l岳、楳i

浦田ボート底、片倉ボ トマリ ナ問い合わせ経済部商工諜観光係

雪 10月1313(こと) 14: 00揮覇軍需 臣告しiるみ
う広告央公Z霊童書iJ;-Jレ はがきに住所、氏名、年齢〔字削、電話番号

・5パルヂィ バイオリン協審曲より を記入のうえ、中央公民館へ申し込みを。た

・ドツブラーハンガソー間関幻想曲より だし、 1人 1枚、定員 (700人)になり次第締め

'ンヲパン 円韓曲第 1番「華盟なる円聾曲」 切る。対象は小学校 4年生以上。

・ローゼンマン 「ヱヂンの東j よりテーマ音楽 曲平塚市中央公民餓
平車市追分--20 電話34---2111



4
v
y
h
丸山三

~

制

柿

t
け
向
。
ゎ
〆
'
Z
/

一

古千員;草

書籍4アむき雪(5) 

の
主
婦
ま
た
は
お
歳
以
上
の
婦
人
一
午
前

ω時
日

分

自

ロ

時

一

(
1
1ノ
l

ム

ロ

人

)

一

マ

会

場

見

附

台

体

背

館

一

門

V

申
品
期
限
ぬ
月
3
臼
(
水
)
一
マ
募
一
集
人
員
市
内
に
お
住
ま
い
一

窮
迫
臨
少
年
少
女
製
受
人
会
}
一
の
婦
人
百
五
十
人
議
選
)
一

7
8時
日
月
刊
社
臼
(
臼
)
午
前
一
マ
幸
加
料
一
千
五
百
内
一

て

ト

、

、

イ

。

8

時

5
午
後
5
時

一

マ

申

込

期

間

9

同

川

口

B
(月
)
一

し

一

ド

薬

パ

る

剖

一

守

会

場

見

聖

体

重

一

自

白

日

(

金

)

一

葉

オ

ツ

農

ト

き

6

一

一

一

収

の

ベ

、

一

で

)

)

制

一

マ

競

技

種

呂

①

男

・

会

偲

人

の

一

申

し

込

み

は

、

申

込

書

(

見

附

一

で

丸

山

町

、

品

オ

が

町

民

ト

一

部

小

学

!

?

?

?

一

台

体

育

館

に

あ

る

)

を

平

塚

市

ス

一

票

日

外

ス

-M日

4

4

部

一

5
・
6
年
、
幸
生
②
回
答
一
ボ
i
ツ
重
富
(
長
率
背
一

て

ほ

物

セ

レ

器

以

む

幻

設

問

山

議

一

部

小

学

生

の

み

5
人
1
組
一
館
内
・
電
話
お
1
0
一

O
一
一
二

L

m

接

ト

火

印

込

。

活

施

最

一

一

一

+

E

h

p

不

応

ツ

消

印

ふ

り

を

篭

る

民

間

開

設

一

マ

競

技

方

法

①

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

一

へ

。

一

詰

み

一
J

る
、
マ
、
、
持
結
・
す
・
屋
施
一
用
車
勝
負
一
は
3
本
と
し
、
持
聞
は
3
一
{
繁
7
鹿
市
東
ゴ
ル
フ
大
会
〕
一

一

切

附

川

凶

行

二

言

づ

慨

間

二

一

分

、

延

長

は

2
分

一

マ

日

時

背

習

(

月

)

午

弟

一

J

磁

お

的

た

ツ

イ

る

般

へ

3

を

神

設

場

理

一

芸

危

資

搭

@

巾

内

に

お

住

ま

一

7

時

i

一

A

M
晴

晴

λ

ベ

ヰ

詰

土

品

忠

一

い

の

小

学

1

主

主

主

生

一

マ

会

場

平

塚

富

土

見

カ

ン

ト

リ

一

代

ご

(

で

ガ

カ

ス

か

の

各

(

大

一

す

終

ど

一

V
申

、

込

筋

線

9

月

吉

宗

)

了

ク

ラ

ブ

一

神
奈
川
県
笠
学
校
総
合
体
育
大
一
徳
山
久
美
子
(
お
ん
ぶ

5
分

1

秒

一

感

器

問

叫

ん

み

川

宗

主

主

眼

鴨

川

一

警

察

i

ト

ボ

ー

ル

大

会

ニ

マ

競

技

方

法

①

禁

l

ル

、

ス

一

会

で

上

位

入

賞

を

果

た

し

た

喜

一

9

f

一

の

、

業

み

除

、

と

ご

パ

主

事

処

み

セ

を

棄

y

一
マ
臼
符

O
月
5
日
(
太
)
午
前
一
ト
ロ
!
ク
プ
レ
ー
②
ニ
ュ
1
べ
一

軒

軒

詰

弓

計

百

一

れ

釘

品

位

詩

u
h
一

三

時

荒

川

一

号

じ

判

明

山

知

…

豆

計

十

一

喜

平

習

は

一

内

在

員

市

内

に

お

住

ま

い

一

四

十

周

年

を

記

念

し

て

市

民

の

一
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11.Fl25自(局〉
・昼の琵I 午後 1時間演

・夜の部午後 5時ノノ

ところ市民センターホール
く〉演 13 魚屋宗五郎、太万盗人、お目見得口上

く〉出演者尾上菊五郎、河原崎構寸郎、患と松助

市村高次郎タト

o入場料特等席4，000丹、 1等席3τω01エ]

2等席2，OOOf弓(市民センタ で発売)

く〉読売R沼 市民センタ一、チケットセゾン、ヤンレイレ

コード、務元屡楽器底、なでしこ書房、文栄

堂、花水芸書局、ヨネザワ楽器、サクラ書底本結

9 fi16日(日)午前10時から発売

iiiiT}Z 
Till;11 
詰平禁呂町?1

igfi時号
iijE52 
252g金持
率富亙轟多量

く〉重量公Z主要宮惨害事長宮〈電話31---2136)

。粂窃公主主童書偽害警緩(電話58---0101)

淡金m 金日公民舘の開放日は同じ日 程

陶 gj寺17毘(丹〉午前9時~午謹 8時

キ 10月 1Eヨ(汚) ノノ

。10月 15詩(月 11
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予開設窪田 卓球、バドミントン、パスケッ

ト、軟式庖球(~16時)、ノミレ (l(時~)

を 9月 178(月)午撞 1時~午撞 8時

o 10月 8 臼 (月) ノノ

一ろ

a 申し込み期務 9 ;:-]1713--10]:'15 

。受付環境衛生業務課(内綿530)
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合体験全学霊童 r~霊感王手党書室を作ろう j

手作りの星連平見様を賢い、実躍の空とプ

ラネタリウムで痛を学習する。

fJ時 9 月四日(土 15時~19時
。会場博物舘科学教宅

q 定員 20人く抽選〉

ー材料費 200門

ー申し込み 9月20日までに往撹はがきで

塁Lた一生パート 1

最新の天文学が解き明かす患の誕全の

樟子を見ながら、 j容がどこから生まれ、

光り出すのかという話。ピ~11月 4 日〉

投影日毎週土曜百14時・日曜日日

時、 14時

投器時間 分

噂観覧料 100f守{当日 9時から発売〉

… 
対卒憲章学習「級すきj

ヲ三すき和紙の技荷を学習する。

日時 10月四日〈日) 9時時

ー会場 博物館科学教案

ー定員 20人く抽選〉

材料費 800円

ー申し込み 10月初日までに性檀はがきで

合格楼!II流滅1])写真を募集

第 3回平草市博物舘公募写真贋の作品を募

集している。

・ラーマ 相模川流域の自然と文化

応募要韻①カラ} モノク口、組写楽の

いずれでもよい ②キャピネサイズ ③題

名と揖影龍月日号記入する ④ 1人何点で

もよい

応募期限 9月30日(呂)

会悼麓毘 毎週月曜日、 9月日目、 23日、月

末、 10月 10日

会博物賓室 干2慰安関町12~41 電話

合こども験衛会

。9月 16S (認) 10持、 14時 3鴨ホーん

rなし売り他人j アニメ、日分

!手ぶくろを買いに」アニメ、 15分

「アンパムノマンとはいきんまん」アニメ、 10

タテ

月凶器(呂)日時、 M時 3賠ホ /レ

{新ろゃんがないたj ア二メ、 36分
四肢性まひという醸曹を実り越えて、強く

生き抜いていく事を描く。

fチロの木大きくなあれ!アニメ、 2}y}

}本白木を舞台。こ、親しみある小動物のド

ラマを通じ、生命白大切さを描く。

合理長E窓会
α10丹ア毘(認) 10時、 14時 3蹄仲間jレ
「おじいちゃんの海i劇映樹、 50分

障害を克臆した少女が担史に贈る感謝の

歌s 耐えるプJの尊さ、友情と家庭聖の美しさ

を播く。

台浅草車交ライブラソー

揖聴覚ライブラリーでは、映画フィルムな

どの壇聴覚資料や挟写機の習しノ出しを行って

いる。 ご利用を。

対象 事業所、自治会、打共会など

時貸出点数と期間 仁D16ミゾ暁闘フィルム(と

映時間合計 3時間以内、期間は y 日以内)

⑤映写機材(貰し出しは 2占以内、期間は

5日以内)

r縄鰭時間

火~日曜日 9 時~16時50什

〈金曜日のみ費出笠と参考室は 9 時~18時

50ラうト)

台体舘臼 毎週月瞳日 9月日日、 23F:i、月

J末、 10円 10日

(.@欝鵠千加桟間町12--41 電話31ー041;'

合初心者ダンス議習会

マンボ、ワルツ、ルンパなどを苦手う。

四日揮 9月訪日-10月26[-:3までの詰週金閣

日19時~即時45分ー全 5包7

・付象 勤労曹少年努女各20人く先皆瀬〉

"開舘時間

火、と曜日 9時 -21時30升

〈日曜日 9時 -17時)

u体輯器 搭週月曜日、 9月日目、 24日、 10

月日日

可塑少年金盤

平桟間HfI12._.41 電 話32--7029 



〈ア〉

骨平曜需憧所

豊原町 6-21 電話32-0130

申需韓センター

中堅34一 口 電 話34-0311

覇対 象 3カ、月以上 4撞未満田乳

幼児。 6週間以上の間隔で 2田

空げる

臨費付時間 午控 1 時四分~3 時

孫自会場は午撞 2 時~3時

[10月]

9日 金自公民館、滋関崎公民韓

日日 中原公民館、楽金田公民時

四日 神田公民賄、機城島公民盟

国日花 水 公 民 館

17日 調北公民館、液中央農協二三と

沢 支 所

18日 福祉会館、渡豊田公民蕗

19日 大野公民鯖、横内公民舘

羽田 保韓センター

Thinking of You 

3露{氷周波:30 

下容渓センターホール

陥商 闘 いつも替を想っている、

SPRINKLEタ十

入 場料 4.120P'l (会席指定〉

橋発り 下記で発売中

市民セ ンター、チケットセゾン 、 王 子 ケ ッ ト ピ ア

@ 問い合わせ市民センタ 議諮32-.2235

重曹4アO望号

非ちゃん自おふろ(実習)

盟会場探韓センタ

謂 主 治 医 の 許 可 を 得 て か ら と 参加

を。 17日はお史記さんもどうぞ

鞠母子韓騎手帳、筆記用具〈全日程

共通)、スラックス (1日と羽田)、

と口白人ヱブ

を持書

輯第 1期対象は 3か月以上 4輯宋

構の乳幼児。 3週間から 8灘間の

間関で 3関空ける。

盟欝 2期第 Z期の 3[ill呂田接種目

から 1年以上 1年 6か月以内に z
国費ける。 5麓 6か月に遣するま

で受世られるが、 4読までに終了

することが望ましい。

韓関襲医、楕院で語種を。接種田は

医師とご相談を。

盟料金無料

開保険証、母子糎慶子幌を持参
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テ
ィ
ア
教
室

在
宅
の
審
た
き
り
老
人
や
障
害
者

へ
の
理
解
を
呂
的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
教
室
が
開
か
れ
る
。

V
E
種
目
月
口
日
(
水
)
、
四
日

(
金
)
、
山
田
「
月
)
、
四
日

(
金
)
、
油
田
(
月
)
の
全

5
臼

間
・
時
間
午
後
2
時
加
分
1
4時

〔
た
だ
し
、
白
日
の
み
午
前
9
時
間

分
I13
午
後
3
時
)

マ
金
場
福
祉
会
館
ほ
か

V
募
集
人
員
組
人
(
先
着
頓
)

マ
内
容
福
祉
講
積
金
、
施
設
見

学
、
体
験
学
智
ほ
か

マ
申
込
先
平
車
市
社
会
福
祉
協
議

会
(
電
話
回
二
一
一
一
一
三
一
一
)

の
は
み
出
し
で
す
。

鶏
品
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
が
歩

道
に
置
か
れ
、
ま
る
で
衡
問
聞
の

陳
列
械
の
よ
う
で
す
。
歩
行
者

の
邪
魔
に
な
る
し
、
僚
の
美
観

も
悪
く
な
り
、
な
に
よ
り
も
薦

選
議
の
貸
し
さ
を
感
じ
る
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
商
口
問
だ
け
で
な
く
、

道
路
に
は
み
出
し
て
い
る
生
け

濯
も
向
じ
だ
と
怒
い
ま
す
。
私

た
ち
が
毎
日
利
用
す
る
大
切
な

道
路
で
す
。
商
品
、
生
け
垣
が

番
」
と
「
お
客
様
窓
口
(
同
支
凪
2

階
)
」
で
受
け
て
い
る
。
ご
利
用
を
。

ひ
ら
つ
か
市
民
市
実
行
委
員
会
で

は
、
日
月
回
目
(
日
)
に
開
く
ひ
ら

つ
か
市
民
市
の
出
活
者
安
募
集
し
て

い
る
。

マ
内
容
手
作
り
品
の
販
売

中
参
加
料

1
届
舗
二
千
円

マ
申
込
期
間

9
月
日
日
(
月
)

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
謡
番
号
、
販
売
す
る
内
容

を
記
入
の
う
え
、
平
塚
青
年
金
語
伊

(
宇
山
平
埠
市
松
風
町
2

叩
・
電

話
町
六
四
七
回
)
へ
。

県
教
育
要
員
会
で
は
、
生
涯
学
習

セ
ミ
ナ
ー
の
一
っ
と
し
て
一
県
民
ア
カ

デ
ミ
i
を
開
く
e

マ
日
韓
日
月
7
日
(
臼
)
1四
月

9
5
(
日
)
ま
で
の
う
ち
の
5
日

間
・
時
間
午
前
四
時
1
2時

マ
会
場
県
立
園
芸
試
験
場
士
一
宮

町
二
潔
)

マ
募
集
人
員
加
入
(
抽
選
)

中
内
容
整
庭
で
楽
し
む
果
物
作
。

(
理
論
。
実
技
)

書籍4アO雪

寸
受
講
料
三
千
九
十
円

マ
申
込
期
限

9
月
回
日
(
火
)

申
し
込
み
は
、
往
橿
は
が
き
で
県

教
育
庁
社
会
教
育
課
(
守
町
横
浜
市

申
区
日
本
大
通
り
目
・
電
話
。
間
五

二
O
一
字
{
二
内
線
七
一
一
一
二

O
)
へ。

県
で
は
旧
軍
人
、
戦
傷
病
者
、
戦

没
者
選
醸
の
方
々
を
対
象
に
、
恩
給

や
遺
摂
年
金
な
ど
に
つ
い
て
む
巡
回

相
談
を
行
う
。

マ
日
時
四
月
9
日
(
火
)
午
前
日

時

3
午
後
4
時

守
会
場
福
祉
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
市
社
会
課
管
理

偶
(
内
綿
二
一

O
)

Y

つ

湘
南
マ
ー
チ
実
行
垂
員
会
で
は
、

湘
南
の
な
ぎ
さ
を
歩
く
第
1
田
湘
南

マ
ー
チ
を
開
く
。

マ
期
日

9
月
間
日
(
日
)

マ
コ
ー
ス
①
8
J鎌
倉
海
浜
公
開
附

(
午
前
日
時
出
発
)
②
M
J鎌
倉

海
損
公
園
(
午
前
日
時
間
サ
出
発
)

③
羽
J
平
寧
湘
南
海
岸
公
園
(
午
前

日
時
出
発
)
⑨
判
J
一
ニ
浦
海
岸

(
午
前
6
時
出
発
て
コ
ー
ル
藤
沢

湘
南
海
岸
公
園

マ
参
加
料
一
一
千
円
へ
中
学
生
以
下

一
千
円
、

3
歳
以
下
無
料
、
ぺ
た
し

小
学
生
以
下
は
大
人
が
向
付
)

マ
申
込
期
限

9
月
四
日
(
木
)

申
し
込
み
は
、
申
込
用
紙
(
見
附

台
体
育
舘
内
体
育
課
に
あ
る
)
に
記

入
の
う
え
、
参
加
料
を
添
え
て
湘
南

マ
ー
チ
実
行
委
員
会
事
務
局
(
電
語

。
四
五
一
一
。
一
。
八
一
二
内
錦

四
九
二
へ
。

濁
芸
教
室
を
開
聞
く

マ
臼
時
日
月
6
日
(
土
)
午
前
9

時
却
八
円
t
、，
H
時
担
分

マ
会
場
県
農
量
華
弔
会
館
(
駅
高
南
問
口
)

寸
講
師
圏
芸
研
究
家
市
川
正
温

一「FiふJ
 

マ
内
容
ぼ
た
ん
、
し
ゃ
く
や
く
の

作
り
方

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
園
芸
相

談
セ
ン
タ
ー
(
電
話
回

O
五
九

一一一)'
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
安
田
宮

託
鋸
日
付
、
新
日
本
証
券
、
山
一
証

券
、
一
一
一
菱
担
行
)

な
ど
指
導
し
、
特
に
慈
賞
と
思

わ
れ
る
業
者
に
つ
い
て
は
、
そ

の
都
度
、
撤
去
や
移
動
を
し
て

き
で
い
ま
す
。

ま
た
、
庭
木
や
生
は
均
が
の

び
て
交
通
の
見
通
し
が
悪
い
と

き
は
、
所
有
者
に
お
願
い
し
、

切
り
取
り
ゃ
刈
り
込
み
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

道
路
は
公
共
の
ス
ベ

i
ス
と

{
書
道
展
I

}

9
月
時
日
(
火
)

5
刊
月
2
日
(
火
)

{
書
道
履
行
}
同
月
2
日
(
火
)

i
M
日
(
火
)

・
街
並
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
平
嘩
郵
硬

局
){

湘
南
の
風
・
写
真
展
}

9
月
日

日
(
七

)
1却
臼
(
日
)

{
画
華
全
油
絵
展
}
四
月
1
日

(月
)
S
M
日
(
日
)

議
い
す
ハ
イ
キ
ン
グ

ベ
ル
ク
ク
ラ
ブ
で
は
、
議
い
す
で

ハ
イ
キ
ン
グ
に
予
加
さ
れ
る
方
と
そ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
。

マ
期
日
刊
月
拙
日
(
自
)

マ
行
き
先
富
士
五
湖
(
精
進
湖
)

マ
募
集
人
員
(
費
用
)
車
い
す
の

方
印
人
(
無
料
)
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

百
五
十
人
(
七
千
五
百
円
、
お
龍
以

下
六
千
五
百
円
)

守
申
込
先
福
祉
時
措
諌
更
生
福
祉

部
(
内
線
二
二
一
)

カ穴あ
社
会
福
祉
釜
金
は
、
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
成
な
ど
に
梗
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
ロ

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
市
社
会
福

祉
協
泰
三
電
話
泊
二
三
コ
一
一
二
)

へ。守
社
合
措
栓
基
金
へ
・
七
夕
ま
つ

り
カ
ラ
オ
ケ
大
会
実
行
委
員
会
十

四
万
二
千
四
百
丘
円
、
倫
謹
萌
究
耕
平

塚
実
践
部
一
万
円
、
川
島
智
樟
子

三
千
八
泊
三
ハ
レ
J

三
円
、
原
出
和
平
J

三
万
円
、
平
塚
市
神
輿
連
絡
協
議
会

五
万
円
、
時
人
会
一
千
円
、
小
清

水
ツ
ヤ
子
三
千
円
、
市
毘
大
学
講

麗
一
千
五
百
九
十
円
、
平
理
Y
W

C
A

一
万
円
、
下
万
田
自
治
会
5

j
3
ひ
ま
わ
り
金
三
千
七
百
八
十

円
、
グ
リ
ー
ン
サ
ワ
ナ
二
千
四
百

一↑工
l

円
、
成
田
昇
、
万
円
、
片
倉

光
枝
=
万
円
、
構
内
団
地
地
区
ご

み
械
設
化
婦
人
の
金
一
万
-
一
一
千
七

百
六
十
一
円
、
南
金
ロ
神
社
川
前
交

友
会
自
治
会
盆
踊
り
模
擬
庖
三
万

五
百
八
十
四
円
、
度
名
(
2
件
)

二
万
二
千
円

マ
鬼
頭
議
祉
へ
寄
臨
時
明
勉
一
手

円寸
校
生
機
祉
へ
金
井
和
雄
一
一

万
円
、
噛
崎
輝
夫
二
千
円

マ
交
通
嘩
兇
へ
・
遊
配
合
湘
南
支

部
九
万
九
千
一
一
百
五
十
四
円
、
横

揖
ド
ラ
ム
有
志
一
同
八
千
一
一
百
八

す
五
円
、
泉
栄
一
一
千
円
、
鉄
鋼

軍
団
二
万
一
一
一
千
円

y
金

¥

凡

長

究

略

主
い
お
貯
金

ス

，

詳

し

院

1
L〆
弘
事
ト

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
開
閉
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
自

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
使
わ
れ

略
る
。
ご
協
力
を
。

称
問
い
合
わ
せ
は
、
平
理
市
ス
ポ
l

有
ツ
振
興
財
司
(
電
話
回

O
-
O

一
一
〕
へ

0

7
1ポ
!
ツ
揮
興
基
金
へ
・
購
瀬
正
辛

子
一
一
千
円
、
神
田
地
区
体
育
振
興

会
一
万
一
千
五
十
六
円
、
高
砂
香

料
工
業
水
部
部
一
万
円

弘

認

に

4

法
グ
内
ノ
/
/
鋒

崎
づ
彰
拶
榊

M
f
β
L
¥繍
/
敬

み
ど
り
基
金
は
、
縮
化
面
梓
の
助

成
な
ど
に
慣
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
公
園
絹
地
課
緑

政
保
(
内
綿
一
一
五
回
)
へ
。

す
み
ど
り
基
金
へ
・
坂
部
五
千

円
、
山
田
商
活
一
一
一
千
円
、
地
柱
正

行
一
万
円
、
平
環
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ピ
ル
三
十
万
円

08緩

9月 26日

(ホ) 10時~

15時 30分紅谷

ノて~)レヒ1 ー

ド、 10丹 13日

(土) 10時~

15時 30分紅菩

ノすーノレロ ド

く〉ご協力ありがとうごぢいました(8fl) 
敬称略ー

東京電力平塚工務所、湘南地区行政センタ一、農

協教背セン夕 、Aコープ湖底、平塚薬剤師会、 三

共、日産車体、住友重機械工業(以 k団体のみ)

県動物保護センター(電話58--3411)

では、やむを得ない事情で飼えなくなっ

た犬、猫の引き取りを行っている。

当日、利用される方は印鑑、犬の鑑札、

注射情票、愛犬 J三帳を持参していただ宮

たい。引き取り車の停留時間は10分間。

なお、 j亡、猫についての苦情、相談や

野犬の捕獲依頼も問センターへ。

[10月 6日{土)1 [10月12日{金)]

8 : 45 大神公民館 14: 20 松原公民簡

9 ゃ 05 横内公民館 14:35 
9 : 30 豊田公民館 14:50 
9 : 50 域畠公民館 15:15 

10: 10 
10: 35 
日や 05 旭公 民 館

う
た
い
縦
一
一
一
一

0
2
一
一
句
機
九
七
・
一
日
y

か
な
か
の
毒
舌
家
で
あ
っ
た
。
琢
二
は
、
後
に
「
私
は
私
の
好
み

こ
れ
は
昭
和
四
十
八
年
に
琢
二
に
よ
っ
て
絵
授
播
く
だ
け
で
す
」
味
で
す
。
し
か
し
、

を
尋
ね
た
人
の
回
想
で
す
。
?
っ
た
と
述
べ
ま
主
。
し
か
し
、
そ
の
よ
し
た
現
時
、
人
物
の
ぞ
で
口
、

い
」
は
こ
の
訪
問
を
機
に
平
塚
市
う
な
言
築
在
残
し
た
琢
…
一
も
、
時
子
な
ど
に
占
、
々
と
回
礼
さ
れ
た
申

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
代
と
無
縁
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
緑
が
商
衝
に
リ
ズ
ム
そ
与
え
、

琢

ニ

の

描

く

人

物

、

風

景

は

、

り

ま

せ

ん

。

く

沈

み

込

む

こ

と

を

漉

け

さ

は

明
快
な
線
と
色
彩
で
構
成
さ
れ
、
琢
二
が
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
い
ま
す
。
巧
み
な
画
面
構
成
L

そ
の
醤
嵐
は
明
る
く
素
磁
で
す
。
明
治
四
十
年
代
は
、
芸
術
に
関
し
の
効
果
的
使
用
に
は
、
マ
チ
叶

こ
の
一
う
た
ど
と
い
う
作
品
で
て
、
議
強
弱
、
個
性
警
重
が
唱
え
影
響
を
見
る
と
と
も
で
き
ま
す
。

も
、
ほ
ほ
一
定
の
太
さ
の
筆
致
が
ら
れ
た
待
代
で
し
た
。
言
授
か
そ
れ
で
も
著
大
か
ら
綴
れ
る

明
快
な
画
面
を
生
み
出
し
て
い
ま
等
の
雑
誌
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
の
言
葉
ど

す
。
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
は
宝
生
留
学
か
ら
帰
国
し
た
画
家
た
ち
が
お
り
、
琢
二
の
絵
は
モ
チ
ー
フ
の

(
ほ
う
し
よ
う
)
流
の
坂
野
良
部
後
綴
印
象
派
を
紹
介
し
、
精
力
的
単
純
化
に
す
す
み
な
が
ら
、
日
本

と
い
う
議
砲
の
先
生
で
す
。
健
康
に
西
欧
の
動
ぎ
を
伝
え
ま
し
た
。
の
風
物
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
表
し

の
た
め
に
始
め
た
謡
曲
で
す
が
、
臨
時
二
は
生
涯
の
好
み
と
な
る
マ
チ
て
お
り
、
そ
こ
に
臼
本
洋
画
が
模

後
に
は
と
の
先
生
の
人
柄
に
惹
ス
を
こ
の
時
期
『
白
樺
」
で
知
つ
索
し
た
写
実
表
現
の
一
つ
の
結
実

(

ひ

)

か

れ

て

謡

曲

を

続

け

た

よ

て

い

ま

す

。

を

見

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

う

で

す

。

塚

一

一

が

部

事

し

た

安

井

曽

太

郎

(

学

芸

員

小

池

光

泊

四

)
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